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資
格
任
用
制
度
導
入
以
前
に
お
け
る
官
吏
任
用
と
東
京
大
学
法
学
部
・
文
学
部
卒
業
生

安 

原 

徹 

也　

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
東
京
大
学
法
学
部
お
よ
び
文
学
部
卒
業
生
の
就
職
先
や
待
遇
等
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
東
京
大
学
は
明
治
十
年
、
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
と
を
統
合
し
て
創
立
さ
れ
、
明
治

十
九
年
に
帝
国
大
学
に
改
編
さ
れ
た
。
こ
の
間
に
お
け
る
東
京
大
学
法
学
部
お
よ
び
文
学
部
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
回
想
等
に
依
拠
し
た
も
の
が
多
く
、
史
料
に
基
づ
い
て
実

証
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
ま
た
れ
て
い
る
。
ま
た
、
帝
国
大
学
へ
の
改
編
は
官
吏
任
用
に
お
け
る
資
格
任
用
制
度
の
導
入
を
意
識
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
明
治
二
十
年
代
以
降
の
資
格
任
用
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
も
、
そ
れ
以
前
の
大
学
卒
業
生
が
ど
う
い
っ
た
官
庁
等
に
ど
の
よ
う
な
待
遇
で
就
職
し
て
い
た
の
か
と
い
う
官
吏
任
用
の
慣
行
を
解
明
す
る
こ
と
に
は
意

義
が
あ
る
。

　

明
治
十
年
代
に
お
け
る
東
京
大
学
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。
天
野
郁
夫
氏

は
「
明
治
一
六
年
ま
で
に
東
京
大
学
の
法
学
部
は
四
六
人
、
文
学
部
が
二
七
人
の
卒
業
生
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
官
僚
に
な
っ
た
も
の
は
三
分
の
一
強
の
二
三
人
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も

六
人
は
司
法
官
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
、
こ
の
時
期
に
官
途

１

に
就
い
た
卒
業
生
の
少
な
さ
を
強
調
し
て
い
る

２

。
清
水
唯
一
朗
氏
も
「
非
藩
閥
出
身
で
官
僚
と
な
る
者
は
少
な
か
っ
た
」
と
指

摘
し
て
い
る

３

。
一
方
、
明
治
十
三
年
か
ら
十
七
年
ま
で
の
卒
業
生
に
つ
い
て
分
析
し
た
『
東
京
大
学
百
年
史
』
に
は
「
明
治
十
三
年
十
一
月
に
回
答
し
た
卒
業
生
か
ら
、
十
七
年
ま
で
の
卒

業
生
を
学
部
毎
に
区
分
し
て
整
理
し
た
の
が
第
一
図
で
あ
る
。
教
職
員
と
行
政
・
司
法
官
吏
へ
の
就
職
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
理
学
部
の
卒
業
生
は
、
と
く
に
こ
の
二
つ
の

分
野
に
進
み
、法
学
部
卒
業
生
も
こ
の
分
野
が
多
い
。」
と
あ
り
、官
途
に
就
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る

４

。
学
界
や
司
法
界
を
選
択
す
る
卒
業
生
が
多
か
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
官
途
に
就
い
た
学
生
が
多
か
っ
た
の
か
否
か
、
あ
る
い
は
行
政
官
の
道
を
選
ん
だ
学
生
が
多
か
っ
た
の
か
否
か
と
い
う
点
で
は
矛
盾
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

卒
業
生
の
進
路
を
実
証
的
に
解
明
し
た
研
究
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
こ
の
矛
盾
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
官
途
に
就
い
た
卒
業
生
の
待
遇
に
つ
い
て
も
先
行
研
究
に
よ
っ
て
見
方
が
異
な
る
。
清
水
唯
一
朗
氏
は
「
彼
ら
の
俸
給
は
月
二
〇
円
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。」
と
述
べ
、
こ
の
時

期
の
大
学
卒
業
生
の
待
遇
は
後
年
と
比
較
し
て
良
く
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る

５

。
一
方
、『
東
京
大
学
百
年
史
』
は
「
月
額
五
十
円
を
初
任
給
の
上
限
と
す
る
こ
と
」
は
明
治
十

年
代
か
ら
の
慣
行
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る

６

。
こ
の
よ
う
な
見
解
の
相
違
が
生
じ
る
の
も
、
回
想
等
の
不
確
か
な
根
拠
に
基
づ
い
て
卒
業
生
の
待
遇
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
り
、
確
か
な
史
料
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

論
　
文
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も
う
一
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
先
行
研
究
が
卒
業
生
の
動
向
の
変
化
等
、
東
京
大
学
時
代

７

の
経
年
的
な
変
化
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
検
討
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

明
治
十
年
代
は
変
化
の
激
し
い
時
代
で
あ
り
、
数
年
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
っ
て
も
就
職
先
の
動
向
等
が
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
一
度
特
定
の
官
庁
等
に
就
職
し
た
学
生
で

あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
そ
の
官
庁
に
留
ま
り
続
け
た
と
は
限
ら
な
い
。

　

最
後
に
当
時
の
学
生
の
動
向
を
大
き
く
左
右
し
た
と
考
え
ら
れ
る
給
費
制
度
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
い
た
い
。
給
費
と
は
学
生
の
経
済
生
活
を
支
え
る
た
め
に
大
学
か
ら
学
生
に
与
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
学
生
の
多
く
は
給
費
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
給
費
に
つ
い
て
の
条
文
を
定
め
た
給
費
規
則
は
明
治
十
六
年
三
月
に
大
き
く
改
正
さ
れ
、
給
費
を
受
け
た
学
生
は
就
職
先
の
制

限
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

８

。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
給
費
規
則
の
改
正
が
学
生
の
進
路
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

な
ぜ
こ
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
給
費
制
度
の
実
態
を
解
明
し
、
こ
れ
が
学
生
の
進
路
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
章
で
は
明
治
十
年
代
に
お
け
る
東
京
大
学
法
学
部
お
よ
び
文
学
部
の
卒
業
生
の
就
職
先
と
待
遇
を
実
証
的
に
解
明
す
る
。
官
庁
に
就
職
し
た
学
生
の
場
合

は
最
初
に
就
職
し
た
官
庁
と
待
遇
に
加
え
、
そ
の
後
同
一
の
官
庁
で
奏
任
官
本
官
に
任
官
す
る
か
ど
う
か
ま
で
を
含
め
て
検
討
し
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
大
学
卒
業
生
の
動
向
を
可
能
な
限
り

実
証
的
に
解
明
し
た
い
。

二
、
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
生
の
進
路

　

東
京
大
学
法
学
部
が
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
の
は
明
治
十
一
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
明
治
十
八
年
七
月
ま
で
毎
年
数
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
卒
業
生
の
合
計
は

六
十
二
名
を
数
え
た
。「
官
吏
進
退
」
等
の
公
文
書

９

を
も
と
に
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
卒
業
後
の
早
い
時
期
に
官
庁
に
任
官
し
た
形
跡
の
あ
る
卒
業
生
は
三
十
六
名
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
卒

業
生
の
過
半
数
が
官
途
に
就
く
こ
と
を
選
択
し
た
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
卒
業
生
の
動
向
を
就
職
先
別
に
検
討
す
る
。

二
―
①
、
司
法
部

　

東
京
大
学
時
代
の
法
学
部
卒
業
生
で
卒
業
後
ま
も
な
く
官
途
に
就
い
た
三
十
六
名
の
う
ち
、
最
多
の
十
三
名
を
占
め
た
の
が
司
法
部
に
就
職
し
た
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の

が
【
表
１
】
で
あ
る
。
東
京
大
学
法
学
部
は
明
治
十
一
年
七
月
、
は
じ
め
て
六
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
当
初
全
員
が
司
法
部
に
採
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
六
名
の
卒
業
生
の
う
ち
四
名
が
司
法
部
に
就
職
す
る
こ
と
を
志
願
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
、
藤
田
隆
三
郎
と
本
山
正
久
の
二
名
の
み
が
司
法
部
に
採
用
さ
れ
て
司
法
官
と
な
っ
た

１
０

。

両
名
の
う
ち
本
山
正
久
の
任
官
時
の
待
遇
は
公
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
履
歴
書
か
ら
窺
う
こ
と
が
出
来
る

１
１

。
本
山
は
明
治
十
一
年
十
月
、
判
任
の
十
五
等
出
仕
と
し
て
司
法
省
に
入
り
翌

十
一
月
に
月
俸
二
十
五
円
の
判
事
補
と
な
っ
た
。
後
年
の
大
学
卒
業
生
と
比
較
す
る
と
低
い
待
遇
で
あ
り
、
学
生
の
多
く
が
司
法
部
に
奉
職
し
な
か
っ
た
の
は
待
遇
の
悪
さ
も
大
い
に
関
係
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
明
治
九
年
に
卒
業
し
司
法
部
に
就
職
し
た
司
法
省
法
学
校
正
則
科
一
期
生
の
初
任
給
は
二
十
円
で
あ
り
、
本
山
の
待
遇
は
こ
れ
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
と
見

る
こ
と
も
出
来
る

１
２

。
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翌
年
以
降
も
大
原
鎌
三
郎
（
明
治
十
二
年
七
月
卒
）、
松
野
貞
一
郎
（
明
治
十
四
年
七
月
卒
）
と
い
っ
た
卒
業
生
が
司
法
部
に
就
職
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
ま
ず
判
事
補
や
雇
と
い
っ
た

判
任
官
以
下
の
身
分
で
司
法
部
に
就
職
し
、
卒
業
後
二
、三
年
で
年
俸
六
百
六
十
円
の
奏
任
官
で
あ
る
判
事
本
官
に
任
官
す
る
と
い
う
経
路
を
辿
っ
た
。
判
事
に
は
官
等
が
な
く
初
任
の
俸
給

が
行
政
官
と
比
し
て
低
か
っ
た
た
め
に
行
政
官
の
場
合
よ
り
も
早
く
奏
任
官
に
任
官
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た

１
３

。
初
任
で
司
法
部
に
就
職
し
た
卒
業
生
は
、
ほ
と
ん
ど
が
他
省
庁
に
移
る
こ
と

な
く
数
年
後
に
奏
任
の
判
事
、
検
事
本
官
に
任
官
し
た
。

　

明
治
十
年
代
後
半
に
な
る
と
こ
う
し
た
傾
向
に
変
化
が
現
れ
た
。
明
治
十
六
年
七
月
卒
の
樋
山
資
之
と
伊
藤
悌
次
は
卒
業
後
た
だ
ち
に
判
事
に
任
官
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
年
俸
六
百
六
十

円
を
給
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
の
事
情
に
つ
い
て
二
年
後
輩
で
卒
業
後
に
司
法
官
と
な
っ
た
馬
場
愿
治
は
「
何
故
伊
藤
君
等
を
直
様
当
時
高
等
官
に
採
用
し
た
か
と
い
ふ
に
、
是
は
条

約
改
正
其
他
の
関
係
か
ら
、
司
法
部
の
改
良
―
新
知
識
を
入
れ
る
必
要
等
に
原
因
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
前
後
実
に
例
の
な
い
事
柄
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る

１
４

。
欧
米
各
国
と
の
間
で
結

ば
れ
た
不
平
等
条
約
改
正
、
特
に
治
外
法
権
撤
廃
の
た
め
に
学
識
の
備
わ
っ
た
判
事
を
任
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
頃
か
ら
司
法
部
に
就
職
す
る
卒
業

生
を
優
遇
す
る
傾
向
が
生
じ
た
。
十
七
年
七
月
卒
の
香
阪
駒
太
郎
は
同
年
八
月
に
月
俸
四
十
五
円
の
御
用
掛
准
判
任
と
し
て
司
法
部
に
就
職
し
、
十
九
年
二
月
に
検
事
本
官
に
任
官
、
年
俸

七
百
八
十
円
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
十
八
年
七
月
卒
の
馬
場
愿
治
も
同
年
七
月
、
月
俸
五
十
円
の
御
用
掛
准
判
任
と
し
て
司
法
部
に
就
職
し
、
十
九
年
六
月
に
は
奏
任
五
等
の

判
事
本
官
に
任
官
し
た

１
５

。
彼
ら
は
月
俸
四
十
五
円
か
ら
五
十
円
の
御
用
掛
准
判
任
を
経
て
か
ら
判
事
、
検
事
本
官
に
任
官
し
た
が
、
御
用
掛
と
し
て
の
月
俸
は
増
額
さ
れ
、
本
官
に
任
官
す

る
ま
で
の
期
間
も
や
や
短
縮
さ
れ
た

１
６

。

　

学
識
を
備
え
た
大
学
卒
業
生
等
を
優
遇
し
よ
う
と
す
る
司
法
省
の
方
針
に
伴
い
、
明
治
十
年
代
後
半
に
は
他
省
に
就
職
し
て
い
た
卒
業
生
が
司
法
部
に
移
る
例
も
相
次
い
だ
。
例
え
ば
明
治

十
一
年
七
月
卒
の
野
村
釤
吉
は
卒
業
後
大
蔵
省
に
就
職
し
た
が
、
明
治
十
九
年
に
至
っ
て
も
判
任
官
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
野
村
は
大
蔵
省
か
ら
司
法
部
へ
と
移
り
、
こ
の
年
の
九
月
に
奏
任
四

等
の
検
事
に
任
じ
ら
れ
た

１
７

。
明
治
二
十
年
一
月
の
『
職
員
録
』
か
ら
、
法
学
部
卒
業
生
の
う
ち
二
十
名
が
司
法
部
に
就
職
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

１
８

。
司
法
官
の
増
員
と
精
選
の
必

要
性
が
高
ま
る
中
、
司
法
省
は
他
省
の
学
士
出
身
の
判
任
官
を
奏
任
官
の
判
事
、
検
事
に
任
用
し
て
い
っ
た
。

二
―
②
、
行
政
官

　

法
学
部
卒
業
生
の
う
ち
各
省
の
行
政
官
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
者
は
計
八
名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
２
】
で
あ
る
。
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
先
に
み
た
天
野

氏
や
清
水
氏
の
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
程
少
数
で
は
な
い
。
初
任
の
月
俸
も
三
十
円
か
ら
五
十
円
程
度
で
あ
り
、
司
法
部
に
就
職
し
た
学
生
と
比
較
し
て
も
低
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
こ
れ
ら
の
卒
業
生
は
、
奏
任
官
本
官
に
任
官
す
る
前
に
半
数
が
他
省
に
移
る
か
辞
職
し
て
お
り
、
本
官
に
任
官
し
た
の
は
畠
山
重
明
（
明
治
十
一
年
七
月
卒
）、
合
川
正
道
（
明
治
十
四
年

七
月
卒
）、
奥
田
義
人
（
明
治
十
七
年
七
月
卒
）、
荒
川
義
太
郎
（
明
治
十
七
年
七
月
卒
）
の
四
名
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
。
入
江
鷹
之
助
（
明
治
十
三
年
七
月
卒
）
の
事
例
に
即
し
て
考
え
て
み
た
い
。
入
江
は
明
治
十
四
年
四
月
、
農
商
務
省
駅
逓
局
雇
と
な

り
月
俸
五
十
円
を
給
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
同
月
商
務
局
に
移
り
翌
十
五
年
四
月
に
は
管
船
局
雇
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
十
六
年
四
月
に
は
司
法
部
に
移
っ
て
月
俸
四
十
五
円
の
判
事
補

と
な
り
、
十
七
年
五
月
に
年
俸
六
百
六
十
円
の
判
事
に
任
官
し
た

１
９

。
入
江
の
評
伝
で
は
こ
の
間
の
事
情
に
つ
き
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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偶
次
長
官
某
の
旨
に
逆
ら
ふ
て
免
職
と
な
る
、
即
ち
謂
ら
く
行
政
官
吏
は
上
下
の
等
差
極
め
て
厳
格
な
る
が
故
に
、
下
級
の
者
は
如
何
に
英
才
達
識
の
士
と
雖
と
も
其
智
能
を
発
揮
す
る
に

難
く
、
常
に
無
為
無
能
な
る
長
官
に
威
圧
さ
れ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
素
よ
り
真
固
人
間
の
為
す
を
嫌
ふ
所
な
り
、
故
に
苟
も
身
を
官
界
に
終
え
ん
と
欲
せ
ば
、
独
り
た
だ
判
官
た
る
に
あ
る
の

み
と
、
即
ち
進
ん
で
判
事
補
を
命
ぜ
ら
れ
横
浜
始
審
裁
判
所
詰
と
な
る
、
十
六
年
判
事
に
昇
進
し
尋
で
従
七
位
に
叙
せ
ら
る
。

２
０

こ
こ
か
ら
は
行
政
官
吏
は
上
下
の
等
差
が
厳
格
で
あ
る
た
め
に
、「
下
級
の
者
」
は
大
学
卒
業
生
で
あ
っ
て
も
、「
智
能
」
を
十
分
に
発
揮
で
き
ず
に
い
た
当
時
の
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
行
政
官
の
場
合
、
最
下
等
の
奏
任
官
で
あ
る
権
少
書
記
官
の
俸
給
が
年
俸
千
二
百
円
と
高
給
で
あ
り
、
な
か
な
か
奏
任
官
本
官
に
任
官
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
行
政
官
庁
か
ら
の

人
材
流
出
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
る

２
１

。
大
学
卒
業
生
の
中
で
最
初
に
権
少
書
記
官
に
任
官
し
た
の
は
明
治
十
七
年
七
月
に
内
務
権
少
書
記
官
と
な
っ
た
畠
山
重
明(

明
治
十
一
年
七
月
卒)

で
あ
っ
た

２
２

。
つ
ま
り
明
治
十
七
年
ま
で
行
政
官
庁
の
奏
任
官
と
な
っ
た
大
学
卒
業
生
は
皆
無
で
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
が
卒
業
生
の
行
政
官
庁
へ
の
不
信
を
招
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
先
に
見
た
よ
う
に
明
治
十
年
代
後
半
以
降
、
司
法
省
は
学
識
に
富
ん
だ
大
学
卒
業
生
を
優
遇
し
て
い
た
。
結
局
、
最
初
に
行
政
官
庁
に
就
職
し
た
八
名
の
卒
業
生
の
う
ち
、
入
江
に

加
え
て
畠
山
重
明
（
明
治
十
一
年
七
月
卒
）、

２
３

野
村
釤
吉
（
明
治
十
一
年
七
月
卒
）、
江
木
衷
（
明
治
十
七
年
七
月
卒
）
の
計
四
名
が
司
法
官
に
転
じ
た
。
東
京
大
学
時
代
の
法
学
部
卒
業
生

の
中
で
行
政
官
と
な
っ
た
も
の
は
少
数
で
あ
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
―
③
、
外
務
省

　

外
務
省
に
就
職
し
た
法
学
部
卒
業
生
は
六
名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
３
】
で
あ
る
。
彼
ら
は
司
法
部
に
就
職
し
た
卒
業
生
と
同
様
、
ほ
と
ん
ど
が
就
職
し
て
か
ら
そ
の

ま
ま
奏
任
官
本
官
に
任
官
し
て
い
る
。
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
司
法
官
や
外
交
官
は
広
い
意
味
で
の
技
術
官
僚
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
広
い
意
味
で
の

技
術
を
必
要
と
さ
れ
る
職
務
は
大
学
卒
業
生
に
と
っ
て
居
心
地
が
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

２
４

。
唯
一
の
例
外
は
ロ
ン
ド
ン
公
使
館
三
等
書
記
生
か
ら
内
務
省
、
文
部
省
に
転
じ
た
西
川
鉄
次
郎

（
明
治
十
一
年
七
月
卒
）
で
あ
る
。
西
川
は
十
八
年
に
文
部
権
少
書
記
官
に
任
官
し
た
が
翌
年
に
は
判
事
に
転
じ
た

２
５

。

二
―
④
、
留
学
・
文
部
省
・
教
員

　

文
部
省
か
ら
留
学
を
認
め
ら
れ
た
り
、
文
部
省
、
ま
た
は
官
立
の
学
校
等
に
就
職
し
た
り
し
た
法
学
部
卒
業
生
は
九
名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
４
】
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
留
学
組
は
河
上
謹
一
（
明
治
十
一
年
七
月
卒
）、宮
崎
道
三
郎
（
明
治
十
三
年
七
月
卒
）、土
方
寧
（
明
治
十
五
年
七
月
卒
）、斯
波
淳
六
郎
（
明
治
十
六
年
七
月
卒
）
の
四
名
で
あ
っ
た
。

河
上
を
除
く
三
名
は
、
い
ず
れ
も
法
学
部
を
首
席
で
卒
業
し
た
成
績
優
秀
者
で
あ
り
、
卒
業
後
た
だ
ち
に
留
学
、
も
し
く
は
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
た
後
に
留
学
を
認
め
ら
れ
た
。
彼
ら
は
帰
国

後
、
東
京
大
学
も
し
く
は
帝
国
大
学
の
教
官
に
任
官
し
た
。

　

そ
の
他
の
五
名
は
最
初
に
文
部
省
や
学
校
に
就
職
し
た
後
、
様
々
な
官
庁
に
移
動
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
井
原
師
義
（
明
治
十
五
年
七
月
卒
）、
田
上
省
三
（
明
治
十
八
年
七
月
卒
）、

太
田
保
太
郎
（
明
治
十
八
年
七
月
卒
）
の
三
名
は
後
に
司
法
官
に
転
じ
た
。
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二
―
⑤
、
民
間
・
そ
の
他

　

卒
業
後
の
早
い
時
期
に
官
途
に
就
い
た
形
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
法
学
部
卒
業
生
は
二
十
六
名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
５
】
で
あ
る
。
彼
ら
は
代
言
人

や
私
立
法
律
学
校
の
教
員
な
ど
様
々
な
職
に
就
い
て
い
た
。
彼
ら
の
中
に
は
早
逝
し
た
者
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
東
京
大
学
時
代
の
法
学
部
卒
業
生
の
中
で
官

途
に
就
く
者
は
少
な
か
っ
た
と

い
う
見
方
は
誤
り
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
特
徴
的
な
の
は
給
費

を
受
け
て
い
た
形
跡
を
見
つ
け

る
こ
と
が
出
来
た
卒
業
生
の
人

数
が
、
二
十
六
名
中
五
名
と
ご

く
少
数
に
留
ま
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
官
途
に
就
か
な
か
っ

た
学
生
の
多
く
は
、
明
治
十
年

代
の
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て

集
中
し
て
お
り
、
彼
ら
は
明
治

十
一
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
法

学
部
卒
業
生
計
三
十
八
名
の
中

で
十
九
名
を
占
め
て
い
た
。
一

方
、
十
六
年
以
降
、
官
途
に
就

か
な
か
っ
た
卒
業
生
は
わ
ず
か

七
名
で
あ
り
、
明
治
十
六
年
か

ら
十
八
年
ま
で
の
法
学
部
の
全

卒
業
生
二
十
四
名
の
四
分
の
一

強
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
特

徴
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
考
察

し
た
い
。

【表 1】「司法部に就職した東京大学法学部卒業生」

【表 2】「行政官庁に就職した東京大学法学部卒業生」

【表 3】「外務省に就職した東京大学法学部卒業生」

【表 4】「留学または文部省に就職、または教員となった東京大学法学部卒業生」

出典：卒年、氏名、出身欄は『東京大学一覧』等より、給費欄は「文部省往復」より、初任、奏任官任用欄は「官吏進退」等より作成。
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【表 5】「民間・その他に進んだ東京大学法学部卒業生」

出典：卒年、氏名、出身欄は『東京大学一覧』等より、給費欄は「文部省往復」より、初任、奏任官任用欄は「官吏進退」等より、略歴欄
は伝記等より作成。

註　：山下雄太郎、加藤高明、山田喜之助、渡辺安積、磯部醇は官途に就いたが、卒業後数年を経てからのことなので便宜上ここに分類した。
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三
、
東
京
大
学
部
文
学
部
卒
業
生
の
進
路

　

東
京
大
学
文
学
部
は
明
治
十
三
年
七
月
に
最
初
の
卒
業
生
を
出
し
、
十
八
年
ま
で
に
合
計
四
十
七
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
卒
業
後
の
早
い
時
期
に
官
途
に
就
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
た
者
は
三
十
七
名
に
及
ぶ
。
平
沼
淑
郎
（
明
治
十
七
年
七
月
）
の
よ
う
に
卒
業
後
数
年
を
経
て
か
ら
任
官
し
た
者
も
お
り
、
多
数
が
官
途
を
選
択
し
た
と
言
え
る

２
６

。
以
下
、

法
学
部
卒
業
生
と
同
様
に
、
文
学
部
卒
業
生
の
動
向
を
就
職
先
別
に
検
討
す
る
。

三
―
①
、
留
学
・
文
部
省
・
教
員

　

文
部
省
か
ら
留
学
を
許
可
さ
れ
た
り
、
文
部
省
、
ま
た
は
官
立
の
学
校
等
に
就
職
し
た
り
し
た
文
学
部
卒
業
生
は
二
十
二
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
６
】
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
う
ち
留
学
は
法
学
部
同
様
、
各
年
の
成
績
上
位
者
に
認
め
ら
れ
、
卒
業
後
の
早
い
時
期
に
欧
米
の
大
学
等
に
留
学
、
帰
国
後
は
東
京
大
学
、
帝
国
大
学
の
教
官
と
な
っ
た
。
明
治
十
三

年
の
最
初
の
卒
業
生
の
成
績
上
位
者
五
名
、
和
田
垣
謙
三
、
井
上
哲
次
郎
、
国
府
寺
新
作
、
千
頭
清
臣
、
木
場
貞
長
は
全
員
が
留
学
を
認
め
ら
れ
、
帰
国
後
は
大
学
や
文
部
省
を
支
え
る
人
材

と
な
っ
た
。
そ
の
他
は
東
京
大
学
や
文
部
省
の
御
用
掛
准
判
任
に
な
っ
た
後
、多
く
は
官
立
学
校
等
の
教
員
や
文
部
省
の
奏
任
官
に
就
い
た
。
有
賀
長
雄（
明
治
十
五
年
七
月
卒
）、原
川
権
平（
明

治
十
七
年
七
月
卒
）
の
二
名
は
そ
れ
ぞ
れ
元
老
院
、
大
蔵
省
へ
と
転
じ
た
。

　
三
―
②
、
行
政
官

　

文
学
部
卒
業
生
の
う
ち
文
部
省
を
除
く
各
省
の
行
政
官
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
者
は
合
計
で
十
四
名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
７
】
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
法
学

部
と
同
様
に
多
い
と
は
言
え
な
い
が
先
に
み
た
天
野
氏
や
清
水
氏
の
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
程
少
数
で
は
な
い
。
た
だ
し
明
治
十
五
年
以
前
に
行
政
官
と
な
っ
た
者
は
中
隈
敬
蔵
（
明
治

十
三
年
七
月
卒
）
た
だ
一
人
で
あ
り
、
残
り
は
す
べ
て
明
治
十
六
年
以
降
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
初
任
の
月
俸
も
五
十
円
程
度
で
あ
り
、
待
遇
は
決
し
て
悪
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

文
学
部
の
卒
業
生
も
、
奏
任
官
本
官
に
任
官
す
る
前
に
半
数
近
く
が
他
省
に
移
る
か
辞
職
し
て
い
る
。
行
政
官
庁
に
奏
任
官
本
官
と
し
て
任
官
し
た
者
は
十
四
名
中
八
名
で
あ
り
、
外
務
省
や

官
立
学
校
に
移
っ
た
者
が
二
名
、
辞
職
し
た
と
み
ら
れ
る
者
が
四
名
存
在
し
た

２
７

。

　

こ
の
中
で
目
立
つ
の
は
大
蔵
省
に
就
職
し
た
卒
業
生
で
あ
る
。
明
治
十
七
年
以
降
、
阪
谷
芳
郎
（
明
治
十
七
年
七
月
卒
）、
土
子
金
四
郎
（
明
治
十
七
年
七
月
卒
）、
添
田
寿
一
（
明
治
十
七

年
七
月
卒
）、
中
川
恒
次
郎
（
明
治
十
七
年
七
月
卒
）、
長
崎
剛
十
郎
（
明
治
十
八
年
七
月
卒
）、
黒
川
雲
登
（
明
治
十
八
年
七
月
卒
）、
三
原
経
国
（
明
治
十
八
年
七
月
卒
）
の
七
名
が
大
蔵
省

に
就
職
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
阪
谷
と
添
田
は
、当
時
大
蔵
省
か
ら
出
講
し
大
学
で
理
財
学
を
教
授
し
て
い
た
田
尻
稲
次
郎
の
勧
誘
を
受
け
て
入
省
し
た
。
田
尻
の
伝
記
に
は「
爾
後
続
々

有
能
の
士
を
集
め
」

２
８

と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
蔵
省
に
入
省
し
た
そ
の
他
の
卒
業
生
も
田
尻
の
勧
誘
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
田
尻
の
い
た
大
蔵
省
以
外
の
行
政
官
庁
が
大
学
卒
業
生
を
積
極
的
に
採
用
す
る
動
機
は
弱
か
っ
た
。
や
や
後
年
の
こ
と
に
な
る
が
、
明
治
二
十
年
七
月
に
帝
国
大
学
法
科
大
学

政
治
学
科
を
卒
業
し
、
内
務
省
に
入
省
し
た
一
木
喜
徳
郎
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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政
府
は
今
日
と
異
り
、
大
学
卒
業
生
に
大
し
た
期
待
を
持
つ
て
居
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
余
等
の
前
に
、
内
務
省
系
統
に
荒
川
義
太
郎
、
久
米
金
弥
（
此
の
人
は
後
に
逓
信
省
通
信
局

長
に
な
つ
た
）、
梅
若
誠
太
郎
氏
等
が
あ
つ
た
が
、
先
づ
珍
し
い
の
と
、
半
ば
奨
励
的
意
味
で
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た

２
９

。

一
木
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
行
政
官
庁
の
大
学
卒
業
生
に
対
す
る
期
待
は
高
く
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
行
政
官
の
職
務
に
専
門
性
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
な
か
な
か
改
ま
ら
ず
、
陸
羯
南
は
明
治
二
十
四
年
に
行
政
の
重
要
性
を
説
い
た
が
、
こ
れ
は
行
政
官
の
仕
事
を
「
刀
筆
の
吏
」
と
し
て
軽
視
す
る
風
潮
の
裏
返
し
で

あ
っ
た

３
０

。

　

明
治
十
九
年
三
月
の
帝
国
大
学
成
立
後
、
総
長
の
渡
辺
洪
基
は
官
庁
や
会
社
に
「
移
文
」
と
称
す
る
文
書
を
発
し
、
一
定
期
間
、
出
資
先
に
奉
職
す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
条
件
で
、
学
生

に
学
資
を
貸
与
す
る
こ
と
を
求
め
た

３
１

。
司
法
省
や
内
務
省
土
木
局
は
こ
れ
に
応
じ
、司
法
官
や
技
術
官
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
数
十
名
の
貸
費
生
を
募
集
し
た
が
、行
政
官
を
求
め
て
「
移

文
」
に
応
じ
た
行
政
官
庁
は
皆
無
で
あ
っ
た

３
２

。
明
治
初
年
以
来
、
行
政
は
専
門
知
識
を
も
た
な
い
藩
閥
出
身
者
等
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
た
め
、
大
学
卒
業
生
の
専
門
知
識
を
行
政
官
に

必
要
な
能
力
と
は
見
な
さ
な
い
時
代
が
し
ば
ら
く
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
―
③
、
外
務
省

　

外
務
省
に
就
職
し
た
文
学
部
卒
業
生
は
【
表
８
】
に
示
し
た
通
り
鶴
原
定
吉
（
明
治
十
六
年
七
月
卒
）
た
だ
一
名
で
あ
る
。
鶴
原
は
明
治
二
十
年
、
そ
の
ま
ま
奏
任
官
本
官
に
任
官
し
、
領

事
と
な
っ
た
。

三
―
④
、
民
間
そ
の
他

　

卒
業
後
の
早
い
時
期
に
官
途
に
就
い
た
形
跡
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
文
学
部
卒
業
生
は
十
名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
９
】
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
明
治

十
五
年
と
十
六
年
の
卒
業
生
で
あ
る
。
特
に
十
五
年
の
卒
業
生
は
、
高
田
早
苗
、
山
田
一
郎
、
天
野
為
之
の
三
名
が
明
治
十
四
年
の
政
変
で
下
野
し
た
大
隈
重
信
の
東
京
専
門
学
校
に
創
設
メ

ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
官
途
に
就
く
こ
と
を
好
ま
な
い
当
時
の
大
学
卒
業
生
の
気
風
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
様
々
な
研
究
で
強
調
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
気
風
は
実
態
と
し
て
確
か

に
存
在
し
た
。
例
え
ば
岩
手
県
出
身
の
中
原
貞
七
（
明
治
十
六
年
七
月
卒
）
は
文
学
部
の
政
治
及
理
財
学
科
を
専
攻
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
「
或
人
」
か
ら
以
下
の
よ
う
な
忠
告
を
受
け
た

と
伝
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。

或
人
忠
告
シ
テ
曰
ク
、
今
日
ハ
藩
閥
政
治
ノ
時
代
ナ
リ
、
政
治
ハ
薩
長
土
肥
ノ
専
有
物
ナ
リ
、
奥
羽
人
ハ
如
何
ニ
政
治
ノ
学
識
ニ
富
ミ
政
治
ノ
技
量
ニ
長
ス
ル
モ
、
決
シ
テ
枢
要
ノ
地
位

ヲ
占
メ
テ
其
才
力
ヲ
展
バ
ス
ヲ
得
可
ラ
ズ
、
奥
羽
人
ハ
興
業
殖
産
ニ
従
事
ス
ル
ハ
適
当
ナ
ル
ベ
シ

３
３

今
日
は
藩
閥
政
治
の
時
代
で
あ
る
の
で
、
岩
手
県
出
身
の
中
原
が
政
治
学
の
知
識
を
身
に
付
け
て
も
出
世
は
で
き
な
い
、
殖
産
興
業
に
従
事
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
の
忠
告
で
あ
る
。
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中
原
は
卒
業
後
、
東
京
に
成
立
学
舎
と
い
う
予
備
校
を
設
立
し
、
同
郷
人
等
の
育
成
に
あ
た
っ
た
。

　

学
生
の
間
に
官
途
に
就
く
こ
と
を
好
ま
な
い
気
風
は
存
在
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
東
大
法
学
部
、
文
学
部
卒
業
生
全
体
を
通
し
て
み
る
と
官
途
に
就
か
な
か
っ
た
卒
業
生
は

少
数
派
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
生
じ
さ
せ
た
要
因
を
探
る
た
め
、
次
節
で
は
東
京
大
学
時
代
に
学
生
に
支
給
さ
れ
て
い
た
給
費
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

出典：卒年、氏名、出身欄は『東京大学一覧』等より、給費欄は「文部省往復」より、略歴欄は伝記等より作成。

註　：小川忠武、中原貞七、平沼淑郎は官途に就いたが、卒業後数年を経てからのことなので便宜上ここに分類した。

【表 6】「留学または文部省に就職、または教員となった東京大学文学部卒業生」

【表 7】「行政官庁に就職した東京大学文学部卒業生」

【表 8】「外務省に就職した東京大学文学部卒業生」

【表 9】「官途に就かなかった東京大学文学部卒業生」
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四
、
給
費
制
度
と
東
京
大
学
卒
業
生

　

東
京
大
学
の
学
生
の
経
済
生
活
を
支
え
た
の
は
給
費
制
度
で
あ
っ
た
。
明
治
十
六
年
ま
で
の
法
文
理
三
学
部
の
学
生
に
お
け
る
給
費
生
の
比

率
は
八
二
～
五
二
％
に
上
っ
て
い
た

３
４

。
給
費
の
支
給
月
額
は
一
人
月
五
円
以
内
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
学
業
を
保
障
す
る
最
低
額
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
た

３
５

。「
給
費
」
と
は
い
え
当
時
こ
れ
を
受
け
た
学
生
は
卒
業
後
、
大
学
に
報
謝
金
を
納
付
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

給
費
生
は
、
卒
業
後
満
三
年
目
よ
り
在
学
中
に
受
け
た
給
費
金
の
全
額
を
納
済
す
る
ま
で
、
毎
月
五
円
以
上
を
納
付
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る

３
６

。

　

明
治
十
六
年
三
月
十
日
、
給
費
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
改
正
さ
れ
た
給
費
規
則
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
給
費
生
を
い
っ
た
ん
旧
給
費
生
と

し
、
こ
れ
以
後
は
月
額
七
円
を
支
給
さ
れ
る
褒
賞
給
費
生
と
六
円
を
支
給
さ
れ
る
補
助
給
費
生
が
新
た
に
設
定
さ
れ
た
。
褒
賞
給
費
生
は
「
学

力
最
モ
優
等
品
行
最
モ
端
正
ナ
ル
者
」
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
学
部
長
お
よ
び
教
員
の
推
薦
に
基
づ
き
総
理
に
よ
っ
て
選
定

さ
れ
た
。
給
費
金
の
返
済
や
給
付
に
伴
う
条
件
等
は
特
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
補
助
給
費
生
は
「
学
生
中
学
力
優
等
品
行
端
正
且
体
質
強
健
ニ
シ
テ
将
来
成
業
ノ
目
的
ア
ル
モ
貧
困
ニ
シ
テ
其
志
ヲ
遂
ク
ル
能
ハ
サ

ル
者
」
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
願
書
を
提
出
し
た
学
生
に
対
し
詮
議
の
上
で
許
可
さ
れ
た
。
補
助
給
費
金
も
返
済
に
つ
い
て
の
記
載
は

定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
代
わ
り
に
「
補
助
給
費
金
ヲ
受
ク
ル
者
ハ
卒
業
若
ク
ハ
退
学
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
テ
其
給
費
金
ヲ
受
ク
ル
年
数
ト

等
シ
キ
期
限
内
ハ
文
部
卿
若
ク
ハ
総
理
ヨ
リ
職
務
ヲ
命
ス
ル
ト
キ
之
ヲ
辞
ス
ル
ヲ
得
ス
、又
総
理
ノ
許
可
ヲ
経
ス
シ
テ
随
意
就
職
ス
ル
ヲ
得
ス
」

と
定
め
ら
れ
た

３
７

。
つ
ま
り
今
後
、
補
助
給
費
生
は
卒
業
後
に
報
謝
金
を
納
済
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
給
費
を
受
け
た
年
数
と

同
じ
期
間
は
文
部
省
や
大
学
に
就
職
先
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
制
限
は
在
学
中
の
学
生
だ
け
で
な
く
す
で
に
卒
業
し
て
い
る
給
費
生
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
十
六
年
五
月
、
東
京
大

学
は
「
旧
給
費
学
生
中
報
謝
金
未
納
」
の
卒
業
生
に
対
し
、「
従
前
受
ク
ル
所
ノ
給
費
金
ヲ
補
助
給
費
ニ
追
改
志
願
ノ
者
ハ
其
旨
願
出
ス
ヘ
キ
旨
」

を
通
達
し
た

３
８

。
旧
給
費
生
は
補
助
給
費
に
追
改
志
願
す
れ
ば
報
謝
金
を
納
付
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
た
が
、
代
わ
り
に
就
職
先
を
制
限
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
規
則
改
正
に
応
じ
て
多
く
の
旧
給
費
生
が
補
助
給
費
へ
の
追
改
志
願
を
行
っ
た
。
誰
が
旧
給
費
生
で
あ
っ
た
か
を
示
す
史
料
を
見
つ
け

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
補
助
給
費
へ
の
追
改
志
願
を
行
っ
た
卒
業
生
、
お
よ
び
明
治
十
七
年
、
十
九
年
に
行
わ
れ
た
補
助
給
費
生
の
調

査
か
ら
法
学
部
、
文
学
部
卒
業
生
中
の
補
助
給
費
生
の
人
数
を
調
べ
た
も
の
が
【
表
１
０
】
で
あ
る

３
９

。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
東
京
大
学
の
最
初
の
卒
業
生
は
明
治
十
一
年
七
月
の
法
学
部
卒
業
生
六
名
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
全
員
が
旧
給
費
生
で
あ

り
追
改
志
願
を
し
て
そ
の
ま
ま
補
助
給
費
生
と
な
っ
た
。
報
謝
金
を
納
付
す
る
義
務
は
卒
業
後
満
三
年
を
経
て
か
ら
生
じ
る
た
め
、
全
員
が
報

【表 10】「法学部、文学部卒業生と補助給費生」

出典：卒業生の人数は『東京大学一覧』より、補助給費生の人数は「文部省往復」より作成。
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謝
金
の
納
付
を
終
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
多
く
の
卒
業
生
が
補
助
給
費
生
に
志
願
し

た
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
十
六
年
の
給
費
規
則
の
改
正
に
よ
っ
て
就
職
先
を
制
限
さ
れ
る
補
助
給
費
生
と

は
別
に
、
大
学
か
ら
選
定
さ
れ
就
職
先
に
つ
い
て
の
規
定
が
存
在
し
な
い
褒
賞
給
費
生
が
設
け
ら
れ
た
が
、
各

年
の
成
績
上
位
者
で
あ
っ
て
も
補
助
給
費
生
と
な
っ
て
い
る
者
も
存
在
し
た

４
０

。
文
部
省
、
大
学
に
よ
っ
て
補

助
給
費
生
と
さ
れ
た
者
の
人
数
は
、
法
学
部
で
六
十
二
名
中
三
十
四
名
、
文
学
部
で
四
十
七
名
中
三
十
四
名
に

も
の
ぼ
っ
た
。

　

さ
て
、
補
助
給
費
の
存
在
は
卒
業
生
の
就
職
先
の
動
向
に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

を
調
べ
る
た
め
に
各
年
度
の
卒
業
生
に
占
め
る
補
助
給
費
生
の
人
数
を
官
途
に
就
い
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
に

分
け
て
集
計
し
た
も
の
が
【
表
１
１
】
で
あ
る
。
法
学
部
卒
業
生
で
官
途
に
就
い
た
者
は
合
計
三
十
六
名
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
補
助
給
費
生
だ
っ
た
者
は
二
十
九
名
に
も
の
ぼ
る
。
一
方
、
官
途
に
就
か
な
か
っ
た
者

は
二
十
六
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
補
助
給
費
生
で
あ
っ
た
者
は
わ
ず
か
五
名
で
あ
る
。

文
学
部
の
場
合
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
、
卒
業
生
で
官
途
に
就
い
た
者
は
合
計
三
十
七
名
、
こ
れ
ら
の
う
ち
補

助
給
費
生
で
あ
っ
た
も
の
は
三
十
名
を
占
め
た
。
一
方
、
官
途
に
就
か
な
か
っ
た
者
は
十
名
で
あ
り
こ
れ
ら
の

中
で
補
助
給
費
生
で
あ
っ
た
者
は
四
名
で
あ
る
。
補
助
給
費
の
存
在
が
学
生
を
官
途
に
誘
導
す
る
上
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
補
助
給
費
生
が
卒
業
後
の
就
職
先
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
制
限
を
受
け
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な

い
。
明
治
十
七
年
、
十
九
年
の
調
査
で
は
補
助
給
費
生
の
就
職
先
を
記
載
す
る
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
就

職
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
も
空
欄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
就
職
先
の
調
査
は
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る

４
１

。ま
た
少
数
で
は
あ
る
が
補
助
給
費
を
受
け
な
が
ら
私
立
の
学
校
等
に
就
職
し
た
卒
業
生
も
お
り
、

補
助
給
費
生
の
就
職
先
は
官
途
に
限
定
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る

４
２

。

　

特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、
大
隈
重
信
の
立
憲
改
進
党
や
東
京
専
門
学
校
の
創
設
に
参
加
し
た
卒
業
生
の
名
前

が
補
助
給
費
生
の
一
覧
に
一
切
出
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
七
月
の
卒
業
生
の
う
ち
法
学
部

か
ら
砂
川
雄
俊
、
山
田
喜
之
助
、
岡
山
謙
吉
の
三
名
が
、
文
学
部
か
ら
高
田
早
苗
、
山
田
一
郎
、
天
野
為
之
の

三
名
が
大
隈
の
協
力
者
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

４
３

。
彼
ら
は
全
員
が
補
助
給
費
生
で
は
な
か
っ

た
。
学
生
の
過
半
数
が
給
費
生
で
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
、
全
員
が
補
助
給
費
生
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
ま

【表 11】「大学卒業生の就職先と補助給費生」

表 1 ～ 10 を集計して作成。
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り
に
不
自
然
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
中
の
幾
人
か
は
旧
給
費
生
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
四
年
の
政
変
後
に
下
野
し
明
治
政
府
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
大
隈
の
元
に
奔
っ
た
た
め
に
補
助
給
費

へ
の
追
改
志
願
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
最
初
か
ら
志
願
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
明
治
十
六
年
三
月
の
給
費
規
則
の
改
正
は
最
初
か
ら
大
学

卒
業
生
が
こ
れ
以
上
東
京
専
門
学
校
へ
と
流
出
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
明
治
十
六
年
以
降
の
法
学
部
、
文
学
部
卒
業
生
か
ら
新
た
に
東
京
専
門
学
校

に
加
わ
っ
た
の
は
十
六
年
七
月
卒
の
坪
内
逍
遥
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。
坪
内
の
名
も
補
助
給
費
生
の
一
覧
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

多
く
の
学
生
の
経
済
生
活
を
支
え
た
給
費
制
度
で
あ
っ
た
が
、
東
京
大
学
が
帝
国
大
学
に
改
編
さ
れ
た
直
後
の
明
治
十
九
年
四
月
に
は
褒
賞
給
費
生
、
補
助
給
費
生
の
制
度
が
い
ず
れ
も
廃

止
さ
れ
た

４
４

。
そ
も
そ
も
東
京
大
学
そ
の
他
の
高
等
教
育
機
関
を
帝
国
大
学
に
統
合
し
た
理
由
の
一
つ
は
政
府
の
財
政
事
情
に
あ
り

４
５

、
給
費
生
も
政
府
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
廃

止
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
給
費
制
度
に
代
わ
っ
て
特
待
生
制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
授
業
料
の
徴
収
が
免
除
さ
れ
る
の
み
で
学
生
の
経
済
生
活
を
支
え
る
上
で

は
不
充
分
で
あ
っ
た

４
６

。
以
後
、
帝
国
大
学
は
官
庁
や
民
間
の
会
社
か
ら
貸
費
を
募
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
学
生
を
支
え
る
新
た
な
制
度
の
構
築
に
乗
り
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

４
７

。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
東
京
大
学
時
代
に
お
け
る
大
学
卒
業
生
の
就
職
先
や
待
遇
等
に
つ
い
て
実
証
的
に
解
明
し
た
。
法
学
部
、
文
学
部
卒
業
生
の
多
く
は
官
途
に
就
い
た
。
法
学
部
の
場
合
、
も
っ
と

も
人
数
が
多
か
っ
た
の
は
司
法
部
に
就
職
し
た
者
で
あ
っ
た
。
文
学
部
の
場
合
は
留
学
を
経
て
教
員
等
に
な
っ
た
者
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
行
政
官
庁
に
就
職
し
た
卒
業
生
は

や
や
少
数
で
あ
っ
た
が
、
一
定
の
数
を
占
め
て
い
た
。
大
学
卒
業
生
が
官
庁
に
就
職
し
た
際
の
最
初
の
俸
給
は
月
額
五
十
円
程
度
で
あ
り
、
御
用
掛
准
判
任
等
と
し
て
数
年
間
勤
務
し
て
か
ら

奏
任
官
本
官
に
任
官
し
た
。
こ
れ
は
後
の
時
代
と
比
較
し
て
も
決
し
て
低
い
待
遇
で
は
な
か
っ
た
。
以
上
に
つ
い
て
は
『
東
京
大
学
百
年
史
』
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
。

　

一
方
、
本
稿
で
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
明
治
十
年
代
後
半
以
降
、
司
法
省
は
条
約
改
正
の
た
め
に
大
学
卒
業
生
の
待
遇
を
改
善
し
た
。
例
え
ば
、【
表
１
】

に
示
し
た
よ
う
に
本
山
正
久
（
明
治
十
一
年
七
月
卒
）
は
大
学
卒
業
後
、
司
法
省
十
五
等
出
仕
で
司
法
部
に
入
っ
た
。
十
五
等
出
仕
は
判
任
官
で
あ
り
月
俸
は
二
十
円
で
あ
っ
た
。
一
方
、
明

治
十
六
年
七
月
に
卒
業
し
た
樋
山
資
之
ら
は
卒
業
後
た
だ
ち
に
奏
任
の
判
事
本
官
に
任
官
し
、年
俸
六
百
六
十
円
を
支
給
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、【
表
２
】
に
示
し
た
よ
う
に
、

行
政
官
庁
に
就
職
し
て
い
た
法
学
部
卒
業
生
も
数
人
が
司
法
部
等
に
移
動
し
、
奏
任
官
の
判
事
、
検
事
等
に
任
官
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
行
政
官
庁
の
学
士
採
用
へ
の
働
き
か
け
は
弱
く
、
大
学
卒
業
生
の
有
す
る
専
門
知
識
を
必
要
と
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
た
だ
し
、
大
蔵
省
か
ら
理
財
学
担
当
の
講
師
と

し
て
東
京
大
学
に
出
講
し
て
い
た
田
尻
稲
次
郎
は
阪
谷
芳
郎
、
添
田
寿
一
ら
の
勧
誘
を
行
い
、【
表
７
】
に
示
し
た
通
り
、
文
学
部
か
ら
七
名
が
大
蔵
省
に
就
職
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
田
尻

の
個
人
的
な
活
動
に
留
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
は
じ
め
て
こ
の
時
期
の
給
費
制
度
の
実
態
を
解
明
し
た
。
明
治
十
六
年
三
月
の
給
費
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
補
助
給
費
を
受
け
た
学
生
は
文
部
省
や
大
学
に
よ
っ
て
就
職

先
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
多
く
の
補
助
給
費
生
を
官
途
に
進
ま
せ
る
一
因
と
な
っ
た
。
文
部
省
や
大
学
は
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
大
学
卒
業
生
が
下
野
し
た
大
隈
重
信
の
立
憲
改
進

党
や
東
京
専
門
学
校
に
参
加
す
る
傾
向
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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こ
う
し
た
状
況
は
、
明
治
十
九
年
三
月
の
帝
国
大
学
の
成
立
や
、
明
治
二
十
年
以
降
の
官
吏
任
用
に
お
け
る
資
格
任
用
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ら
の
変
化
に
つ
い
て
は
す
で
に
数
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
に
よ
っ
て
東
京
大
学
時
代
の
法
学
部
・
文
学
部
卒
業
生
の
進
路
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
帝
国
大
学
や

官
吏
任
用
制
度
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

４
８

。

本
文
註
釈

1	

「
官
途
」
と
は
官
吏
と
し
て
の
職
務
、
地
位
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
も
う
少
し
広
い
意
味
で
こ
れ
を
用
い
た
。
文
部
省
か
ら
欧
米
諸
国
へ
の
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
者
や
府
県
の
学
校
の
教
員
に
な
っ
た
者

は
官
吏
に
な
っ
た
者
で
は
な
い
が
、
官
吏
に
準
じ
る
地
位
に
就
い
た
者
と
み
な
し
て
「
官
途
に
就
い
た
」
と
表
現
し
た
。

2	

天
野
郁
夫
『
試
験
の
社
会
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
一
六
四
頁
。
同
『
大
学
の
誕
生
』
上
（
中
公
新
書
、
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
三
頁
に
も
同
様
の
記
述
あ
り
。

3	

清
水
唯
一
朗
『
近
代
日
本
の
官
僚
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
）
一
六
二
頁
。

4	

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
一
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
四
七
四
～
五
頁
。

5	

清
水
前
掲
書
『
近
代
日
本
の
官
僚
』
一
七
四
～
五
頁
。
な
お
清
水
唯
一
朗
『
政
党
と
官
僚
の
近
代
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
三
八
頁
に
は
、
こ
の
時
期
の
大
学
卒
業
生
の
初
任
給
は
月
俸
四
十
円
で
あ
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
額
は
明
治
二
十
年
代
後
半
、
判
任
官
と
し
て
入
省
し
た
学
士
の
初
任
給
の
額
で
あ
る
。

6	

前
掲
『
東
京
大
学
百
年
史
』
一
〇
六
九
頁
。

7	

本
稿
で
は
明
治
十
年
の
東
京
大
学
の
成
立
か
ら
明
治
十
九
年
の
帝
国
大
学
へ
の
改
編
ま
で
の
期
間
を
「
東
京
大
学
時
代
」
と
表
記
す
る
。

8	

給
費
制
度
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
前
掲
『
東
京
大
学
百
年
史
』
四
七
二
～
四
頁
、
国
立
教
育
研
究
所
編
『
近
代
教
育
百
年
史
』
第
三
巻
（
教
育
研
究
振
興
会
、
一
九
七
四
年
）
一
一
二
七
頁
。

9	

主
に
用
い
た
史
料
は
「
官
吏
進
退
」
で
あ
る
が
、「
職
員
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
も
適
宜
参
照
し
た
。
な
お
、「
官
吏
進
退
」
と
は
奏
任
官
以
上
の
官
吏
の
任
官
時
に
作
成
さ
れ
る
文
書
で
あ
り
、
明
治
二
十
年

代
前
半
ま
で
は
任
官
ま
で
の
経
歴
や
出
身
地
、
族
籍
等
を
記
載
し
た
履
歴
書
も
添
付
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。「
職
員
録
」
は
す
べ
て
の
官
吏
を
網
羅
し
て
い
る
名
簿
で
あ
る
。
民
間
に
就
職
し
た
者
の
経
歴

に
つ
い
て
は
『
人
事
興
信
録
』
や
伝
記
を
参
照
し
た
。

10	

東
京
大
学
文
書
館
蔵
「
文
部
省
往
復
」
明
治
十
一
年
甲
整
理
番
号
52
「
生
徒
本
山
正
久
外
一
名
司
法
省
エ
採
用
ノ
件
」pdf

版

11	

「
三
等
警
視
永
沢
正
常
外
七
名
転
任
昇
等
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
明
治
十
九
年
官
吏
進
退
二
十
八
・
府
県
六
」2A

-18-

任1111

所
収
）。

12	

司
法
省
法
学
校
正
則
科
一
期
生
の
成
績
上
位
者
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
認
め
ら
れ
、
中
位
の
者
十
名
は
一
ヶ
月
十
円
給
与
と
い
う
条
件
で
司
法
省
に
就
職
し
た
。(

手
塚
豊
『
司
法
省
法
学
校
小
史
』（
二
）（『
法
学
研
究
』

第
四
〇
巻
第
七
号
、一
九
六
七
年
七
月
）
六
三
頁
。
も
っ
と
も
十
円
と
い
う
額
は
少
な
す
ぎ
た
の
か
、す
ぐ
に
月
額
二
十
円
に
増
額
さ
れ
た
。（「
雇
井
上
正
一
外
三
名
御
用
掛
被
命
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
録
・

明
治
十
七
年
・
第
二
百
二
巻
・
明
治
十
七
年
七
月
～
十
二
月
・
官
吏
進
退
（
司
法
省
）」2A

-010-

公3866
所
収
）。
当
時
の
国
内
の
高
等
教
育
機
関
出
身
者
に
対
す
る
評
価
の
低
さ
が
窺
わ
れ
る
。

13	

鈴
木
淳
「
官
僚
制
と
軍
隊
」（『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史
』
第
一
五
巻
、
二
〇
一
四
年
）
二
二
八
頁
。
な
お
、
な
ぜ
判
事
に
官
等
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

14	

馬
場
愿
治
「
漫
録
（
故
伊
藤
悌
次
君
を
憶
ふ
）」（『
法
学
新
報
』
第
三
〇
巻
二
号
、
大
正
九
年
二
月
一
日
）
一
一
六
頁
。

15	

明
治
十
九
年
五
月
に
公
布
さ
れ
た
「
裁
判
所
官
制
」（
明
治
十
九
年
勅
令
四
〇
号
）、「
裁
判
官
検
察
官
書
記
官
年
俸
」（
明
治
十
九
年
勅
令
第
四
一
号
）
に
よ
っ
て
判
事
や
検
事
に
も
官
等
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

16	

明
治
十
七
年
以
後
の
大
学
卒
業
生
が
た
だ
ち
に
本
官
に
任
官
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
司
法
省
が
十
七
年
年
に
卒
業
し
て
司
法
省
に
就
職
し
た
司
法
省
法
学
校
正
則
科
二
期
生
の
待
遇
に
配
慮
し
た
か
ら
で
あ
る
。
馬
場
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は
後
年
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
自
分
等
も
亦
出
仕
す
る
な
ら
、
伊
藤
樋
山
両
氏
の
先
例
に
依
つ
て
直
ち
に
判
事
に
採
用
さ
れ
た
い
も
の
で
あ
る
と
申
出
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
、
目
的
を
達
す
る
こ
と
に
な
ら
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
う
い
ふ
次
第
か
と
い
ふ
と
、
明
治
十
七
年
に
、
司
法
省
の
法
学
校
の
卒
業
生
が
孰
れ
も
皆
判
事
補
又
は
検
事
補
に
採
用
せ
ら
れ
、
一
人
も
直
ち
に
高
等
官
た
る
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
な
か

つ
た
所
か
ら
、
大
学
の
方
ば
か
り
、
そ
う
す
る
訳
に
も
ゆ
か
ず
、
自
分
等
も
渋
渋
な
が
ら
判
任
官
に
出
仕
し
た
の
で
あ
つ
た
。」（
前
掲
馬
場
「
漫
録
（
故
伊
藤
悌
次
君
を
憶
ふ
）」）

17	

「
非
職
判
事
上
山
惟
清
外
四
名
検
事
ニ
被
任
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
明
治
十
九
年
官
吏
進
退
十
六
・
司
法
省
三
止
」2A

-18-

任0991

所
収
）。

18	

明
治
二
十
年
一
月
の
『
職
員
録
』
と
『
帝
国
大
学
一
覧
』
掲
載
の
卒
業
生
名
簿
を
照
合
し
た
。

19	
「
判
事
補
前
嶋
道
基
外
九
名
昇
任
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
録
・
明
治
十
七
年
・
第
二
百
一
巻
・
明
治
十
七
年
一
月
～
六
月
・
官
吏
進
退
（
司
法
省
）」2A

-10

公38651

所
収
）。

20	
越
山
鬼
城
『
近
畿
弁
護
士
評
伝
』（
潜
竜
館
、
一
九
〇
〇
年
）
一
〇
頁
。

21	

司
法
官
の
場
合
、
年
俸
六
百
六
十
円
で
奏
任
官
に
任
官
で
き
た
が
、
行
政
官
の
場
合
は
最
下
等
の
年
俸
が
高
給
で
あ
っ
た
た
め
に
卒
業
生
た
ち
は
御
用
掛
と
い
う
身
分
に
長
く
留
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、

行
政
官
と
司
法
官
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
差
異
が
設
け
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
卒
業
生
は
御
用
掛
と
い
う
身
分
に
留
め
ら
れ
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

22	

明
治
十
一
年
七
月
の
法
学
部
卒
業
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
帰
国
後
の
十
五
年
十
月
、
農
商
務
省
御
用
掛
准
奏
任
と
な
り
、
十
六
年
十
二
月
に
は
農
商
務
権
少
書
記
官
に
任
官
し
た
河
上
謹
一
を
除
く
。（「
御
用
掛

河
上
謹
一
任
官
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
録
・
明
治
十
六
年
・
第
百
八
十
六
巻
・
明
治
十
六
年
・
官
吏
進
退
農
商
務
省
」2A

-10

公36341

所
収
））。

23	

大
学
卒
業
生
と
し
て
最
初
に
行
政
官
庁
の
奏
任
官
と
な
っ
た
畠
山
は
明
治
十
九
年
、
非
職
と
さ
れ
、
内
務
一
等
属
に
降
格
さ
せ
ら
れ
た
後
、
司
法
部
に
移
り
奏
任
三
等
の
検
事
に
任
官
し
た
。

24	

外
交
官
、
司
法
官
を
技
術
官
僚
と
し
て
位
置
付
け
る
見
方
に
つ
い
て
は
三
谷
太
一
郎
『
増
補 

日
本
政
党
政
治
の
形
成
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
五
八
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

25	

「
御
用
掛
大
島
三
四
郎
外
一
名
任
官
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
録
・
明
治
十
八
年
・
第
百
八
十
一
巻
・
明
治
十
八
年
一
月
～
八
月
・
官
吏
進
退
（
文
部
省
）」2A

-10

公40761

所
収
）。「
文
部
書
記
官
西
川
鉄

次
郎
判
事
ニ
転
任
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
官
吏
進
退
・
明
治
十
九
年
官
吏
進
退
十
四
・
司
法
省
一
」2A

-18-

任0971

所
収
）。

26	

平
沼
淑
郎
は
卒
業
後
、
明
治
日
報
の
編
集
嘱
託
を
務
め
、
明
治
十
九
年
に
は
郷
里
の
岡
山
県
尋
常
師
範
学
校
の
教
諭
と
な
っ
た
。
そ
の
後
第
二
高
等
学
校
教
諭
や
早
稲
田
大
学
学
長
等
を
歴
任
し
た
。「
故
平
沼
淑
郎
位

階
追
陞
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
叙
位
裁
可
書
・
昭
和
十
三
年
・
叙
位
巻
四
十
七
」2A

-17-

叙14641

所
収
）
を
参
照
。

27	

「
官
吏
進
退
」
を
は
じ
め
と
す
る
公
文
書
館
の
史
料
で
奏
任
官
本
官
へ
の
任
官
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
四
名
の
そ
の
後
の
履
歴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
浜
田
健
次
郎
は
明
治
二
十
二
年
に
東
京
商
業
学
校

と
い
う
私
立
学
校
を
創
立
者
し
た（
杉
原
四
郎「
浜
田
健
次
郎
と
東
京
商
業
学
校
」『
甲
南
経
済
学
論
集
』第
二
二
巻
第
四
号
、一
九
八
一
年
）。
杉
江
輔
人
は
そ
の
後
宮
城
県
尋
常
師
範
学
校
の
教
諭
等
を
経
て
記
者
と
な
っ

た
（
大
屋
専
五
郎
編
『
現
今
名
家
記
者
列
伝
』 

上
巻
、
春
陽
堂
、
一
八
八
九
年
）。
長
崎
剛
十
郎
は
後
に
横
浜
正
金
銀
行
の
副
頭
取
と
な
っ
た
（
秦
郁
彦
編
『
日
本
官
僚
制
総
合
事
典1868-2000

』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
一
年
）。
黒
川
雲
登
は
「
官
報
」
の
記
録
か
ら
明
治
二
十
五
年
に
青
森
県
尋
常
中
学
校
の
校
長
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

28	

田
尻
先
生
伝
記
及
遺
稿
編
纂
会
編
刊
『
北
雷
田
尻
稲
次
郎
伝
』
上
巻
（
一
九
三
三
年
）
三
六
頁
。

29	

一
木
喜
徳
郎
『
一
木
先
生
回
顧
録
』（
河
井
弥
八
、一
九
五
四
年
）
九
頁
。

30	

陸
羯
南
「
行
政
時
言
」（
陸
羯
南
著
、
西
田
長
壽
・
植
手
通
有
編
『
陸
羯
南
全
集
』
第
一
巻
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
八
九
～
一
二
二
頁
）。
初
出
は
明
治
二
十
四
年
七
月
～
八
月
に
『
日
本
』
に
連
載
。

31	

中
野
実
『
東
京
大
学
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
一
三
二
～
四
頁
。

32	

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
詳
細
に
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

33	

太
田
代
十
郎
『
文
学
士
中
原
貞
七
君
ノ
小
伝
』（
太
田
代
十
郎
、
一
八
九
〇
年
）
四
頁
。

34	

前
掲
『
東
大
百
年
史
』
四
七
二
～
三
頁
。

35	

同
前
、
四
七
三
頁
。
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36	

「
給
費
規
則
」（『
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
一
覧
』
明
治
十
三-

十
四
年
、
一
四
七
～
一
五
八
頁
）。

37	

『
東
京
大
学
医
学
部
一
覧
』
明
治
十
五
年-

十
六
年
、
一
一
四
頁
。

38	

『
東
京
大
学
第
三
年
報
』
東
京
大
学
、
明
十
五
年
九
月-

十
六
年
十
二
月
、
二
八
頁
。

39	
「
旧
給
費
卒
業
生
ニ
シ
テ
補
助
給
費
追
改
願
許
可
之
件
」（「
文
部
省
往
復
」
明
治
十
六
年
分
五
冊
之
内
乙
号
、
整
理
番
号
八
〇
、pdf

版
）、「
卒
業
生
補
助
給
費
ニ
追
改
処
分
之
者
姓
名
通
知
」（「
文
部
省
往
復
」
明
治

十
七
年
分
三
冊
ノ
内
甲
号
、
整
理
番
号
一
一
〇
、pdf

版
）、「
十
七
年
十
二
月
以
降
ノ
補
助
給
費
生
姓
名
責
務
年
数
取
調
ノ
件
」（「
文
部
省
往
復
」
明
治
十
九
年
、
整
理
番
号
二
二
、pdf

版
）
よ
り
作
成
。

40	

例
え
ば
法
学
部
で
は
明
治
十
八
年
七
月
卒
業
生
中
一
位
の
成
績
で
卒
業
し
た
高
橋
捨
六
が
、
文
学
部
で
は
十
七
年
七
月
卒
業
生
中
一
位
の
阪
谷
芳
郎
が
褒
賞
給
費
生
で
は
な
く
補
助
給
費
生
と
さ
れ
て
い
た
。

41	

前
掲
「
卒
業
生
補
助
給
費
ニ
追
改
処
分
之
者
姓
名
通
知
」、「
十
七
年
十
二
月
以
降
ノ
補
助
給
費
生
姓
名
責
務
年
数
取
調
ノ
件
」。

42	

例
え
ば
明
治
十
三
年
七
月
に
法
学
部
を
卒
業
し
た
大
野
金
三
郎
は
卒
業
後
鹿
児
島
県
三
品
義
塾
と
い
う
私
立
の
学
校
に
就
職
し
た
。【
表
５
】
を
参
照
。

43	

清
水
前
掲
書
、
一
六
〇
～
一
六
二
頁
。

44	

「
元
東
京
大
学
褒
賞
及
補
助
給
費
学
生
同
学
法
学
部
第
二
科
官
費
生
及
工
部
大
学
校
官
費
生
消
滅
并
古
典
講
習
科
官
費
生
廃
止
ノ
件
」（「
文
部
省
往
復
」
明
治
十
九
年
、
整
理
番
号
二
七
、pdf

版
）。

45	

中
野
実
『
近
代
日
本
大
学
制
度
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
一
八
三
頁
。

46	

『
帝
国
大
学
一
覧
』
明
治
十
九
年-
二
十
年
、
二
四
～
五
頁
。

47	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
詳
細
に
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

48	

著
者
は
す
で
に
拙
稿
「
明
治
憲
法
体
制
成
立
期
に
お
け
る
司
法
官
任
用
制
度
の
形
成
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
二
九
編
第
八
号
、二
〇
一
一
年
八
月
）
と
拙
稿
「
司
法
官
任
用
の
制
度
的
枠
組
と
そ
の
実
態
」（『
日
本
歴
史
』

第
七
八
六
号
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）
に
お
い
て
帝
国
大
学
成
立
後
か
ら
明
治
二
十
年
代
前
半
ま
で
に
行
政
官
と
司
法
官
の
任
用
制
度
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
分
析
し
た
。
し
か
し
、
行
政
官
と
技
術
官
の
関
係

を
は
じ
め
と
す
る
官
吏
任
用
制
度
成
立
過
程
の
全
体
像
は
ま
だ
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
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